
 

  
2025 年 5 月 22 日 

各位                           株式会社 bitFlyer 

子どもたちと祝う、ビットコインがお金になった日 

都内児童養護施設へピザ 1,000 枚を無償提供 

－ビットコインピザデーにあわせた CSR 活動を今年も実施－ 

 

 株式会社 bitFlyer（本社：東京都港区、代表取締役：加納裕三、以下「当社」）は、本日 5 

月 22 日のビットコインピザデーに合わせ、東京都内の児童養護施設 44 か所へ合計 1,000 枚の

ピザを無償提供いたしました。 

この取り組みは、2010 年にビットコインでピザ 2 枚が購入され、暗号資産が初めて「お金と

して価値を持った」と語り継がれる記念日と同じ日に実施し、子どもたちが金融へのささやかな

興味の芽を育むことを目的としています。当社は今後もこうした活動を通じ、未来を担う子ども

たちの金融リテラシー向上と社会課題の解決に継続して貢献してまいります。 

 

 

◼ ビットコインピザデーとは 

2010 年 5 月 22 日、アメリカ・フロリダ州に住むプログラマーの男性が宅配ピザ 2 枚を購入し

た際、その代金として 1 万ビットコインを支払いました。この出来事はビットコインが初めて

決済に使用された事例として記録されており、暗号資産が経済的な価値を持った歴史的な日とさ

れております。この出来事を記念して、暗号資産業界では毎年 5 月 22 日を「ビットコインピザ

デー」としてお祝いし、ピザを食べながら交流を楽しむのが文化として定着しております。な

お、1 万ビットコインは当時の価格で約 2,200 円相当でしたが、現在の価格では 1,560 億円 * に

のぼり、ビットコインの価値の上昇を実感する日にもなっております。 

 



 

◼ 実施概要 

実施日：2025 年 5 月 22 日（木） 

提供内容：都内 44 か所の児童養護施設に合計 1,000 枚のピザを無償提供 

目的：ビットコインピザデーの認知拡大及び地域社会への貢献、子供たちへの金融教育のきっか

けづくり 

 

 

◼ 広尾フレンズへピザを直接お届け 

今回ピザをお届けした施設の一つ、東京都渋谷区の児童養護施設「広尾フレンズ」には、昨年に

続き当社代表取締役の加納が訪問し、子供たちにピザを届けました。広尾フレンズは 1876 年に

創設された歴史ある施設で、現在は約 40 名の子供たちが暮らしています。加納は過去に社会貢

献活動を通じて施設を訪れたことがあり、当社としてもご縁がある場所です。 

 

広尾フレンズの高橋佳子副施設長からいただいたコメントをご紹介いたします。 

「昨年に続いて子供たちにピザをご提供いただきありがとうございます。ピザは子供たちが特に

好きなメニューで、昨年に引き続き喜ぶと思います。子供たちが金融に向き合う機会はあまりな

いので、今回の取り組みがビットコインや金融に興味を持つきっかけになってくれたら嬉しいで

す」 

 

 

◼ 「世界を笑顔に。」届けるピザ PIZZAREVO の協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供したピザは、福岡市に本社を置く株式会社 PIZZAREVO が製造したものです。当社の取り

組みにご賛同をいただき、昨年に続きご協力いただきました。子供たちに人気のあるメニューを

ご提案いただき、マルゲリータやクワトロフォルマッジなど 4種類のピザを各施設にお届けしま

した。以下、株式会社 PIZZAREVO のコメントです。 

 

「ピザをお届けする立場として、このような意義ある取り組みに協力できて光栄です。私たちの

使命は『世界を笑顔に。』です。美味しいピザで少しでも施設の皆様に喜んでいただき、楽しく

食事をしていただきたいと思っています。ビットコインピザデーに心を込めて作ったピザレボの

ピザをぜひ食べていただき、素敵な笑顔があふれる１日になりますように」 

 

* 2025 年 5 月 22 日時点 



 

 

 

 

bitFlyer グループについて 

「ブロックチェーンで世界を簡単に。」をミッションに掲げ、2014 年に株式会社 bitFlyer 

は創業しました。お客様にご愛顧いただき、国内でビットコイン取引量 9 年連続 No.1* を達

成しました。bitFlyer USA, Inc. 及び bitFlyer EUROPE S.A. と共にグローバルに暗号資産

交換業を展開しています。また、株式会社 bitFlyer Blockchain では独自ブロックチェーン 

Miyabi を開発・提供し、暗号資産取引所に上場するトークンの基盤システムなどに採用さ

れています。さらに、株式会社 Custodiem では機関投資家による暗号資産への投資が広が

ることを想定し、機関投資家を対象にした暗号資産の預かり事業（クリプトカストディ事

業）を新たに展開する予定です。グローバルに web3 事業を展開するグループ間の相乗効果

を活かしてアジア No.1 の web3 カンパニーを目指しています。 

公式 HP：https://bitflyer.com 

* 国内暗号資産交換業者における 2016 年～2024 年の差金決済及び先物取引を含んだ年間出来高 

（日本暗号資産等取引業協会が公表する統計情報及び国内暗号資産交換業者各社が公表する取引データに基づき 
当社にて集計。日本暗号資産等取引業協会の統計情報については 2018年以降分を参照） 

【注意事項（よくお読みください）】 
 
 暗号資産は法定通貨ではありません 
 暗号資産は代価の弁済を受ける者の同意がある場合に限り代価の弁済に使用することができます 
 暗号資産の売買や他の暗号資産との交換は、暗号資産の価格変動により損失を被ることのある取引です。暗号資
産の価格は、需給バランスの変化や、物価・法定通貨・他の市場の動向、暗号資産に係る状況の変化等の影響に

より下落する可能性があります 
 暗号資産等関連店頭デリバティブ取引の取引価格は、当社における暗号資産等関連店頭デリバティブ取引の需給
バランスの変動から影響を受けて上下するほか、暗号資産等関連店頭デリバティブ取引が参照する暗号資産の価

格の変動から間接的な影響を受けることによっても上下するため、損失を被ることがあります 
 暗号資産等関連店頭デリバティブ取引は、取引価格と建玉数量の積である取引金額を預入証拠金等の額よりも大
きくできる取引です。そのため、暗号資産等関連店頭デリバティブ取引の需給バランスの変動や参照する暗号資

産の価格の変動によりお客様に不利な方向へ取引金額が預入証拠金等の額よりも大きく変動し、お客様の被る損

失の額が預入証拠金の額を上回ることがあります 
 暗号資産等関連店頭デリバティブ取引を行うにあたっての預入証拠金等の額は取引金額の 50% 以上であり、取引

金額は預入証拠金等の額の 2倍以下となります（いずれも個人のお客様の場合）。預入証拠金等についての詳細

は「bitFlyer Crypto CFD とは?」をご覧ください 
 販売所における暗号資産の売買や他の暗号資産との交換の際には、購入価格と売却価格の差であるスプレッドを
お客様にご負担いただいております。暗号資産の売買及び他の暗号資産との交換並びに暗号資産等関連店頭デリ

バティブ取引のご利用に際してお支払いただく手数料、その他費用、計算方法等は「手数料一覧・税」に定める

通りです 
 暗号資産等関連店頭デリバティブ取引は、当社がお客様の相手方となって行われる相対取引です 
 契約締結前交付書面等の内容を十分ご確認いただいた上で、ご自身の判断と責任により取引を行ってください 
 
株式会社 bitFlyer 

暗号資産交換業者 関東財務局長 第 00003号  

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 3294号 

所属する認定資金決済事業者協会及び金融商品取引業協会 一般社団法人日本暗号資産等取引業協会 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 bitFlyer 広報 

〒107-6233 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー 

サービスサイト：https://bitflyer.com お問い合わせ先：https://bitflyer.com/ja-jp/contact 

https://bitflyer.com/
https://lightning.bitflyer.com/about-crypto-cfd?lang=ja
https://bitflyer.com/ja-jp/s/commission
https://bitflyer.com/
https://bitflyer.com/ja-jp/contact

